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みんなの笑顔、発信オーライ！

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「

ひ
と
づ
く
り
」
か
ら

西
平
良
将
市
長
の
３
期
目
に
か
け
る
思
い

広  報  あ  く  ね



年頭のごあいさつ
2019 年新春

阿久根市長　西平  良将

「まちづくり」は　「ひとづくり」から

西平良将市長と阿久根市立みなみ保育園の園児たち

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
３
期
目
の
市
政
の
舵
取
り
役
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
期
８
年
、「『
対
立
』
か
ら
『
協
働
』

へ
、『
混
乱
』
か
ら
『
安
定
』
へ
」
を

目
標
に
走
り
抜
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

私
の
市
政
に
対
す
る
情
熱
は
、
８
年
前

に
就
任
し
た
時
と
い
さ
さ
か
も
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
８
年
間
を

振
り
返
る
と
、
課
題
解
決
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
結
果
を
出
せ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
で
、
残
さ
れ
た
課
題
の

解
決
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
阿
久
根
を
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
つ
な

い
で
い
く
た
め
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
を
支

え
、
育
ん
で
い
く

の
は
、
そ
こ
で
生
活
を
営
む
「
ひ
と
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
と
の
考
え
か
ら
、

教
育
、
福
祉
、
産
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
多
種
多
様
な
「
ひ
と
づ
く
り
」

に
重
点
を
置
く
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
お
一

人
お
一
人
に
「
笑
顔
」
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
歩

み
を
進
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
寄

り
添
っ
た
行
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
活
気
に
満
ち
輝
か
し
い
笑
顔
あ

ふ
れ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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選挙当日有権者数 17,729 人
■ 投票者数（投票率）　12,703 人（71.65％）
　　うち　当日投票者数　　7,539 人（42.52％）
　　　　　期日前投票者数　5,164 人（29.13％）

　 　 7, 0 3 1 票 　 西 平  よし ま さ  氏

　 　 5 , 5 5 3 票 　 竹 原  信 一  氏

　 　 　 11 9 票    無 効 票

阿久根市長選挙開票結果【平成 30 年 12 月 23 日執行】

12 月 24 日に行われた当選証書授与式
　　　　　　　　　    ＝阿久根市役所

当

「まちづくり」は　「ひとづくり」から西平良将市長が示す

　　３期目の

市政運営キーワード

さまざまな施策を、

市民の皆さまと

ともに考えて

実行します

あんしん安全

・災害に備え、県内最高水準の水や食料の備蓄
 ・市内の橋の耐震化 、補強の継 続整 備

環境

 ・再生可能エネルギ―の導入事業の推進
　( Ｂ＆Ｇプール木質バイオマス導入など )
 ・小型合併 処理浄 化 槽の整 備促 進

福祉

 ・高齢者等福祉タクシーによる外出支援
・「子育て世代包括支援センター ( 仮称 )」の設置
 ・高校生までの医療費無償化による子育て支援

教育

 ・子どもたちの「生きた知識」の習得
  ( アクネ大使などによる学習の場づくり )
・小・中学校 へのエアコン設置、ＩＣＴ整 備
 ・特別支援教育の充実
 ・老朽化した校舎の長寿命化

観光・交流

 ・映画「かぞくいろ」の上映を契機とした観光客  
   の増加策
 ・南九州西回り自動車道・阿久根川内道路の早期全線開通
 ・「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備

産業

 ・地元食材の国内外販路 拡大への補助
 ・一次 産業後 継者育成の継 続
 ・市内商工業者への電子決済導入
  （インバウンドへの対応）

文化

 ・市民 交 流 センターを中心とした 文化・芸 術 活 動
　（総合文化祭、あくね洋画展など）の充実
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好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
台
湾
台
南
市
善
化
区
に
、

鶴
翔
高
校
の
生
徒
８
人
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

　
11
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
行
程

で
、
生
徒
た
ち
は
現
地
の
高
校
で
あ

る
善
化
高
級
中
学
校
の
生
徒
の
自
宅

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
異
文
化
交
流

や
体
験
授
業
、
歴
史
的
建
造
物
の
見

学
な
ど
を
行
い
、
国
際
感
覚
を
養
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

計
３
回
の
事
前
学
習
会
を
実
施
し
、

台
湾
の
歴
史
や
日
常
会
話
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
派
遣
前
に
は
壮
行
会

を
開
催
し
、
市
長
な
ど
か
ら
激
励
を

受
け
、
派
遣
へ
の
意
気
込
み
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
な
ど

を
通
じ
て
今
回
の
派
遣
で
学
ん
だ
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

鶴翔高校生８人が台湾台南市でホームステイ
　　　　　　　　　 / 青少年派遣事業

友

派
遣
者
壮
行
会
を
実
施

　
　
　
　
　
＝
10
月
31
日
、
市
役
所

善化高級中学校の生徒たちとの交流をはじめ、さまざまな施設を訪れ
見聞を広げました。最終日の別れ際には涙を流す生徒が多く見られまし
た。平成３１年度には、逆に善化高級中学校の生徒たちが阿久根市に来
て交流する予定です。

市政ニュース
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12 月 　　　　　　　　　　      　活　動　内　容

１日 県医師修学資金貸与医学生・卒業医師と出身地首長・医師会などとの
意見交換会（出水市）、第３５回記念あくねボンタンロードレース大会歓迎会

２日 第３５回記念あくねボンタンロードレース大会
４日 第４回市議会定例会本会議（委員長報告・表決）
６日 第１回「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備促進協議会

７日 学校給食「akune わくわくパラダイスデー」、保護司法務大臣表彰表敬訪問、
鶴翔高校「地域伝承に学ぶ」コンテスト優秀賞受賞表敬訪問

８日 第４７回 阿久根市産業祭
９日 第４７回 阿久根市産業祭、あくね遊々体験倶楽部入村式、第２回消防分団長会議
10 日 あくね遊々体験倶楽部離村式
13 日 盲養護老人ホームはすのみ元園長・齊藤昌子氏の歌碑除幕式
18 日 第３８回阿久根市身体障害者スポーツ大会
26 日 肥薩おれんじ鉄道株式会社第９５回取締役会（八代市）
27 日 阿久根地区消防組合議会
28 日 消防団年末特別警戒、鹿児島ユナイテッドＦＣ・中原秀人選手、中原優生選手表敬訪問

検索市ホームページ 阿久根市 市長の活動報告
西平良将市長

の

主な活動 １２月

久
根
産
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
給
食
を
提
供
す
る

「
ａあ

く

ね

ｋ
ｕ
ｎ
ｅ 

わ
く
わ
く
パ

ラ
ダ
イ
ス
デ
ー
」
が
12
月

７
日
、
市
内
小
中
学
校
13

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
魅
力
あ
る
食
材

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
今
年
度
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
各
学

期
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

ご
は
ん
、
華
鶴
和
牛
の
牛

丼
、
タ
カ
エ
ビ
の
唐
揚
げ
、

　
み
か
ん
が
提
供
さ
れ
ま

　
し
た
。
尾
崎
小
学
校
に

　
は
西
平
良
将
市
長
や
市

　
議
会
議
員
、
華
鶴
和
牛

　
の
生
産
者
な
ど
が
訪
れ
、

　

児
童
と
一
緒
に
給
食
を

堪
能
し
ま
し
た
。
６
年
生

の
藤
田
悠ゆ

う
し
ん慎

君
は
「
全
部

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
特

に
華
鶴
和
牛
は
初
め
て
食

べ
ま
し
た
が
、
柔
ら
か
く

て
食
べ
や
す
か
っ
た
で
す
。

３
学
期
も
ど
ん
な
給
食
か

今
か
ら
楽
し
み
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

阿・

・

・

・

久
根
産
の

食
材
で
作
ら
れ
た

給
食
を
堪
能
！ 阿久根産づくしの給食「わくわくパラダイスデー」

みかん

２学期

タカエビの
唐揚げ

華鶴和牛の牛丼

阿久根ごはん

阿

阿久根で肥育され
たブランド牛「 華
鶴 和牛」を使 用。
また、具材の玉ね
ぎ・エ ノキ ダ ケ・
深ねぎ・にんじん・
糸こんにゃくなど
も阿久根産！

今年収穫された　
阿久根産の
ヒノヒカリを使用。

赤瀬川地区で
収穫された
甘～いみかん。

阿久根港で
水揚げされた
タカエビを使用。

尾崎小学校

ボンタンロードレース大会に参加

身体障害者スポーツ大会であいさつ



6

成
10
年
４
月
２
日
か
ら
11
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
方
の
成
人
式
が
１
月
４
日
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
出
席

し
た
新
成
人
は
、
２
４
７
人
の
対
象
者

の
う
ち
１
７
８
人
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ

や
鮮
や
か
な
振
り
袖
な
ど
の
晴
れ
着
に

身
を
包
ん
で
式
に
臨
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が

夢
や
希
望
を
胸
に
、
大
人
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
は
８
人
の
新
成
人
を
中
心
と
し
た

実
行
委
員
会
が
主
催
。
田
上
善
斗
さ
ん

を
実
行
委
員
長
と
し
て
昨
夏
か
ら
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
会
場
は
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
始
ま

り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
田
上
さ
ん
が

「
社
会
の
一
員
と
し
て
、
常
に
自
分
の

行
動
に
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
そ
し
て

向
上
心
を
持
っ
て
、
社
会
へ
踏
み
出
し

て
い
く
心
構
え
で
す
。
多
く
の
方
に
感

夢や希望を胸に
 大人の第一歩！

平成31年
成人式

6

新成人の皆さまから
記念品として市に
ベンチが寄贈されました

１
班

２
班

脇本小校区・大川小校区

実行委員
の皆さん

阿久根小校区Ａ
（波留、高松、新町、町、浦、牧内、東牧内、段、大尾）

折多小・鶴川内小・田代小校区
山下小・尾崎小・西目小校区

平

田
上 

善
斗
さ
ん

実
行
委
員
長

牟
田 
翔
成
さ
ん

市
民
憲
章
唱
和

早
瀬 

友
香
さ
ん

市
民
憲
章
唱
和
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謝
と
尊
敬
の
思
い
を
強
く
抱
き
、
常
に

目
標
を
掲
げ
、
人
に
優
し
く
自
分
に
厳

し
く
、
屈
強
に
生
き
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
平
良
将
市
長
や
中
野
正
弘

教
育
長
、
木
下
孝
行
市
議
会
議
長
、
中

村
素
子
県
議
会
議
員
か
ら
お
祝
い
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
園
川
誠
矢

さ
ん
と
倉
津
美
里
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
周

り
の
方
へ
の
感
謝
や
こ
れ
か
ら
の
夢
と

希
望
な
ど
の
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
、
ア
ク
ネ
大
使
で
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
松
本
圭
使
さ
ん
に
よ
る

演
奏
や
お
楽
し
み
抽
選
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
実
行
委
員
会
制
作
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
放
映
さ
れ
、
小
・
中

学
校
時
の
懐
か
し
い
写
真
だ
け
で
な
く
、

恩
師
か
ら
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
サ
プ

ラ
イ
ズ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

新
成
人
に
と
っ
て
は
笑
い
と
感
動
に
包

ま
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
出
席
し
た
猿
樂
勇
祐
さ
ん

は
「
自
覚
あ
る
行
動
を
し
、
社
会
に
貢

献
し
た
い
。
あ
と
親
孝
行
も
し
た
い
で

す
」
と
満
面
の
笑
み
。
ま
た
、
長
崎
か

ら
出
席
し
た
川
畑
海
斗
さ
ん
は
「
周
り

に
流
さ
れ
ず
は
っ
き
り
物
事
を
言
え
る

大
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

7

３
班

４
班

阿久根小校区Ｂ
（浜、上野、大丸、倉津、潟、遠見ヶ岡、寺山、中村）

折多小・鶴川内小・田代小校区
山下小・尾崎小・西目小校区

園
川 

誠
矢
さ
ん

意
見
発
表

溝
上 

凌
麻
さ
ん

記
念
品
贈
呈

松
木 

翔
希
さ
ん

記
念
品
受
領

黒
木 

葉
月
さ
ん

司
会
進
行

石
澤 

未
来
さ
ん

司
会
進
行



information/市役所からのお知らせ

肝がん

１人

肝腫瘍

疑い １人
肝血管腫 １人

副腎腫瘍 １人

膵管内

乳頭粘液性

腫瘍 ４人

腹部大動脈瘤

２人

膵のう胞 13人

胆石 ４人

その他 ３１人

(胆のうポリープ

など)

２ 月 区名 時間 受　付　場　所 ２ 月 区名 時間 受　付　場　所
４日

（月） 尻 無 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00 旧 尻 無 児 童 館

14 日
( 木 )

小 漉
八 郷 9:30 ～ 11:30 八 郷 公 民 館

５日
（火）

仲 仁 田
中 屋 敷
的 場
川 畑 中

9:30 ～ 11:30 大 川 地 区 公 民 館
深 田 14:00 ～ 15:30 深 田 公 民 館
大 漉 14:00 ～ 15:30 大 漉 公 民 館

15 日
( 金 )

槝 之 浦 東
槝 之 浦 西 9:30 ～ 11:30 槝 之 浦 東 公 民 館

牛 之 浜 13:30 ～ 15:30 牛 之 浜 区
集 落 セ ン タ ー 下 村

上 原 13:30 ～ 16:00 脇 本 地 区 公 民 館

６日
（水）

大 川 島
馬 見 塚

枦
落

飛 松

9:30 ～ 12:00 西 目 地 区 集 会 施 設
18 日

（月）

桐 野 上
桐 野 下 9:00 ～ 11:30 桐 野 下 公 民 館
瀬 之 浦 上
瀬 之 浦 下
大 渕 川

13:30 ～ 16:30 瀬 之 浦 上 公 民 館
高 之 口 13:30 ～ 15:00 高 之 口 公 民 館

７日
（木）

内 田
大 下
丸 内

10:00 ～ 12:00
折 多 地 区 集 会 施 設

19 日
（火）

黒 之 浜
大 谷 9:00 ～ 12:00 北 さ つ ま 漁 協

黒 之 浜 支 所

黒 之 上 13:30 ～ 15:30 黒 之 上 公 民 館
陳 之 尾
筒 田
大 林

13:00 ～ 15:00 20 日
（水）

古 里
松 ヶ 根 9:30 ～ 11:30 古 里 公 民 館

脇 本 馬 場
脇 本 浜 13:30 ～ 16:00 脇 本 馬 場 公 民 館

８日
（金）

弓 木 野
尾 崎 9:30 ～ 11:30 尾 崎 公 民 館

21 日
（木）

段 9:30 ～ 11:30 段 公 民 館

遠 矢
山 下 馬 場 14:00 ～ 16:30 遠 矢 公 民 館

高 松 13:30 ～ 15:30 高 松 公 民 館
倉 津 13:30 ～ 15:00 倉 津 公 民 館

12 日
（火）

萇 野
横 手
宮 原

栫
10:00 ～ 12:00

鶴 川 内 地 区
集 会 施 設

22 日
( 金 )

大 尾 9:30 ～ 11:30 大 尾 公 民 館
中 村

浦
牧 内
東 牧 内

13:30 ～ 16:30 農 村 環 境 改 善
セ ン タ ー

羽 田
桑 原 城 上
桑 原 城 下
長 谷
木 佐 木 野

13:00 ～ 15:00 25 日
( 月 )

佐 潟 9:30 ～ 11:30 佐 潟 公 民 館

上 野
町
浜

13:30 ～ 16:00 上 野 公 民 館

13 日
（水）

米 次
尾 原
田 代 中
田 代 下

9:30 ～ 11:30 山 村 開 発 セ ン タ ー
26 日
( 火 )

大 丸
遠 見 ヶ 岡 9:00 ～ 11:30 大 丸 公 民 館

波 留 13:30 ～ 16:30 波 留 公 民 館

27 日
( 水 )

潟 9:00 ～ 11:30 潟 公 民 館
寺 山 9:30 ～ 11:00 寺 山 住 宅 集 会 施 設 新 町 13:30 ～ 16:30 コ ミ ュ ニ テ ィ 新 町
牟 田

13:30 ～ 16:30 永 田 下 公 民 館永 田 上
永 田 下
折 口 東

　全ての会場で市県民税申告や確定申告の受け付けを行っています。
　当日都合の悪い方は、対象地区以外の申告会場もしくは３月１日（金）から
３月 15 日（金）まで（土、日を除く）市役所でも申告を受け付けています。
◎申告の際は以下のものを持参してください。

・市県民税申告を行う方　収入、経費、控除などが分かる資料、印かん
・確定申告を行う方　収入、経費、控除などが分かる資料、印かん、添付書類、マイナンバーカード（マイナンバーが
   確認できる書類、身分証でも可）、利用者識別番号（税務署へ届出書を提出された方）、口座番号（還付のある方）

詳しくは、各世帯に配布している「市県民

税申告のお知らせ」をご確認ください。

平成 31 年度市県民税申告日程 問　税務課 課税係 ☎ 0996-73-1203

平 成 31 年 １ 月 １ 日 現 在 で
阿久根市に住所のある方は、
原則として平成 30 年中の所
得などについて申告をしな
ければなりません。
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肝がん

１人

肝腫瘍

疑い １人
肝血管腫 １人

副腎腫瘍 １人

膵管内

乳頭粘液性

腫瘍 ４人

腹部大動脈瘤

２人

膵のう胞 13人

胆石 ４人

その他 ３１人

(胆のうポリープ

など)

大腸がん

２人

大腸

ポリープ

６５人

潰瘍性

大腸炎 １人

その他 ３６人

(大腸けい室など)

異常なし

２９人

不詳 １２人
胃がん２人 胃ポリープ

４人

胃・十二指腸

潰瘍 ３人

その他 ７９人

(胃炎など)

異常なし

２人

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 Ｈ29年度

鹿児島県 36.3 40.9 41.1 42.4 42.6 42.9 41.3

阿久根市 25.5 29.3 34.3 36.3 33.8 38.9 38.8

出水市 39.6 40.0 42.2 42.4 40.9 40.9 42.1

長島町 37.6 45.2 43.2 45.8 43.4 42.8 43.0

25.5

29.3

34.3 36.3 33.8 38.9 38.8

20

25

30

35

40

45

50

受
診
率
％

特定健康診査受診率の推移

日時  ２月26日 火 14:00～15:30

会場   市民交流センター（風テラスあくね）ホール
講師　山

や ま き
喜 高

たかひで
秀 氏  / 志學館大学 大学院　人間関係学部 教授　

演題　 「心の器を育む家庭力・地域力」      

【開場 13:15】

※この講演会は、「高齢
者元気度アップ・ポイン
ト事業」の対象になりま
す。
　なお、保健推進員・民
生委員・在宅高齢者福祉
アドバイザーの方は対
象となりませんのでご
了承ください。

健診（検診）を受診しましょう

 ◆特定・長寿健診

　特定健診

 1,106人

　長寿健診

   596人

昨年度1,164人（-58人）

昨年度548人（＋48人）

◆胃がん検診

  930人

昨年度988人

　　（-58人）

昨年度1,726人

　　（-12人）

 ◆大腸がん検診

 1,714人

昨年度2,036人

　　（-１人）

◆腹部超音波検診

 2,035人

　今年度は、昨年度と比べて全体的に健診（検診）
受診者が減少しました。
　特定健康診査受診率の推移を見ても、平成 29 年
度の受診率は、平成 28 年度よりもやや下がっており、
依然として、県内でも低い状況にあります。
　健診を毎年受診することで、異常の有無だけでな
く、数値が前年と比べてどう変化しているかも確認
でき、生活習慣の早期改善にもつながります。
　数年に一度ではなく、毎年健診を受診しましょう！

 平成 29 年度 胃がん検診 受診者 988 人    

 　　　  　うち要精密者 99 人

要精密者で
精密検査を
受診した方

90 人

要精密者で
精密検査を
受診した方

145人

要精密者で
精密検査を
受診した方

58 人

入場

無料問　健康増進課 保健予防係 ☎ 0996-73-1228

問　健康増進課 保健予防係 

　　☎ 0996-73-1228

毎年、がん検診の要精密者の中には、がんと
診断される方、がんになる前の病変が発見され
る方がいます。検診により早期発見が期待でき、
自らの健康を守ることができます。

※ここでいう昨年度は平成 29 年８～９月をさします。

県内 43 市町村中
37 位

 平成 29 年度 大腸がん検診 受診者 2,184 人    

 　　　  　うち要精密者 172 人

 平成 29 年度 腹部超音波検査 受診者 2,036 人    

 　　　  　   うち要精密者 63 人

▲
▲

阿久根市地域自殺対策強化事業（保健推進員研修会）

こころの健康づくり講演会

平成 30 年８～９月 受診者 2,560人
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　最近の研究で糖尿病と認知症に関連性があるこ
とが分かってきました。糖尿病の３大合併症とし
て、網膜症、腎症、神経障害が有名ですが、九州
大学が行っている久山町研究では、糖尿病を合併
している高齢者ではアルツハイマー型認知症の発
症リスクが有意に高いことが報告されています。
　さらに、高血圧や脂質異常症などの生活習慣病

や喫煙などの危険因子が重なると将来、認知症に
なる確率がさらに高くなります。したがって、糖
尿病を予防することが認知症の予防につながるこ
とになります。
　そのためにも、腹八分で適度な運動をすること
が大切です。可能であれば、簡単な計算など頭の
体操をしながら歩くとより効果的です。

診 療 時 間
担 当 医 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

9 時　12 時 山中弘毅医師 向井浩文医師

14 時　17 時 永田和弥医師  黒田 篤医師 瀬戸口学医師

黒
く ろ だ

田　篤
あつし

 医師
【所属病院】市比野記念病院（院長）　【専門科】一般内科・循環器内科
【専門分野】総合内科専門医、循環器専門医、日本認知症学会専門医

　曜日
　  担当医水

ＯＯＫＡＷＡ

C L I N I C

病気の話　～糖尿病と認知症～

大川診療所通信

　  大川 8224
☎  0 9 9 6 - 7 4 - 0 0 5 4
所

▼
▼

市奨学生を募集します交通事故にあったら国保に届け出を

　市では、経済的理由で、修学が困難であると認
められる方を対象とした奨学生を募集します。
　なお、奨学金の貸付を受けることができる学生
および生徒は、市内に３年以上在住している方の
子などです。
◆修学資金貸付予定月額
　 高等学校または高等専修学校　 月額９千円
　 専門学校または職業訓練短大 　月額１万８千円
　 大学・大学院　　　　　　　　 月額４万円
◆入学一時金貸付予定額
　大学または専門学校や職業訓練短大　80 万円以内
　（一括貸し付けで、修業年限によって３年 60
　万円、  ２年 40 万円）
※　入学一時金は、入学一時金だけの貸し付けと
　修学資金貸し付けとの併用が可能です。なお、
　この入学一時金については、卒業後、一定の
　要件を満たした場合、返還が免除されます。

　国民健康保険（国保）に加入している人が、
　 交通事故によってケガをしたとき
　 飲食店で出された料理を食べて食中毒になったとき
　 他人の飼い犬にかまれてケガをしたとき
　 不当な暴力や傷害行為を受けてケガをしたとき
などは保険証を使って医療機関で受診できます
が、治療にかかった医療費は、第三者（加害者）
が本来負担すべきものです。
　この場合、いったん国保が立て替えますが、後日、
健康増進課国保係から第三者側（加害者や保険会社）
に請求しますので、これらに該当する場合は必ず国
保係に「第三者行為による傷病届」を提出してくだ
さい。

募集期間　１月15日 火～３月１日 金

問　教育委員会 教育総務課 ☎ 0996-73-1257問　健康増進課 国保係 ☎ 0996-73-1224

医療機関など

診
療
な
ど
の

提
供

請
求

支
払
い

一
部
負
担
金
の

支
払
い

被害者 加害者

医療費などの立て替え

医療保険（市町など）

第
三
者
行
為
に
よ
る
届
け
出

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

information/市役所からのお知らせ
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ＴＴ西日本から光回線を借り受けた事業者
（光コラボレーション事業者）の参入が増え、

これらが提供する光回線サービス（光コラボ）の契
約に関する相談が増加してきています。悪質な事業
者は、不実のことや不確定なことを告げアナログ回
線から光回線への変更を勧誘したり、「今より値段
が安くなる」と言って、別の光回線契約への変更を
勧誘したりします。
　光コラボレーション事業者との契約は、ＮＴＴ西

日本との契約ではありません。「安くなる」と勧誘さ
れても他のオプションサービスとセット契約だった
場合、逆に高くなる場合もあります。勧誘されても
すぐに返事をせず、契約内容などを確認しましょう。
　内容が理解できない、必要がないと思ったらきっ
ぱり断りましょう。光コラボは、一定の期間内であ
れば解約できる「初期契約解除制度」の対象です。
解約したいと思ったら、すぐに光コラボ事業者に申
し出ましょう。

Ｎ

12月の生ごみ収集量

 86,046 kg （前月比 -0.6％）

　冬は、暖房用エアコンなどの使用により、夏と同様
に電力の需要が大きくなる季節です。
　地球温暖化対策として WARMBIZ（ウォームビズ）
に取り組み、暖房に頼り過ぎないよう、省エネ・節電
に努めましょう。

　また、ひとつの部屋や場所に集まることでエネルギーを節約する「ウォームシェア」にも取
り組んでみましょう。

冬季の 省エネ・節電 に

取り組みましょう！

・暖房時の室温を２０℃を目安に設定する。
・高機能素材の下着を選んだり、膝掛けやストールを活用する。
・根菜類やショウガなど、体を内側から温めてくれる食材を摂る。
・カーテンや複層ガラスなどを活用し、暖気を逃さないようにする。

℃

問　市民環境課 環境対策係 ☎0996-73-1219

【第55回】消費生活コーナー

光回線サービス
　　  の
変更勧誘に注意

困った時はご相談を！

阿久根市消費生活センター

（商工観光課内）

☎0996-73-1211( 内線1112)

トラブル事例

①「電力工事のお知らせにきた」と言い、契約中の電力
　会社だと思って話を聞いたところ、「この地域は皆、こ
　の光回線にしている」と、変更しないといけないように
　言われ、書類に記入したら光回線の申し込みだった。

② 契約中の大手通信事業者を名乗った電話が
　 あり「光コラボ」へ変更すれば今より安くなる
　 と言われ契約したところ、大手通信会社では
　 なく、別な会社との契約になっていた。

！

今
よ
り
安
く
な
り
ま
す
よ

？？

あ く ね e
エ コ

c o 通 信

ご 協力を
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「
阿
久
根
市
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度
」(

特
認
校
制
度)

は
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
通
学
区
域
外
の
児
童
生
徒
の
入
学
・
転
入
学
を
特
別
に
認
め
る
制
度
で
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
新
た
に
山
下
小
学
校
が
加
わ
り
、
小
学
校
６
校
・
中
学
校
２
校
と
な
り
ま
し
た
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
８　

小学校６校・中学校２校

12

減
少
続
く
児
童
・
生
徒

学
校
の
適
正
規
模
と
は

 

新
た
に
山
下
小
学
校  

 

も
募
集
し
ま
す
。

特校認

紹介

　申込期限

　原則、１月 31 日までに電話連絡。その後、申込書を記入。（年度途中の申し込みも可）

　※本制度により、指定された学校の学級数が減少する場合、認められないこともあります。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進

む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
、
学
校
の
小

規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昭

和
22
年
に
開
校
し
た
大

川
中
学
校
は
、
平
成
32

（
２
０
２
０
）
年
３
月
で
閉

校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
学
校
は
、
地
域
の
教
育
・

文
化
の
拠
点
で
あ
り
、
地

域
の
核
と
な
る
施
設
で
す
。

　

良
好
な
教
育
環
境
と
い

う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

学
校
の
小
規
模
化
は
、
児

童
生
徒
に
対
し
、
き
め
細

や
か
な
教
育
や
指
導
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
反
面
、
多
様
な
考
え

方
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
、
ま
た
、
中
学
校
に
お

　毎年アオバズクが子育てにやってくる自然

豊かな環境の本校には、平成 30 年度は４人

の特認生が学んでいます。「花と笑顔と夢の

あふれる田代小」のキャッチフレーズのもと、タケノコ掘りやあく

まき作りなどの自然体験、鶴翔高校の陸上部の皆さんによる陸上教

室や漢字、計算タイムなど、体力や学力の向上に取り組んでいます。

これからも、精一杯一人一人を大切にした教育を実現していきます。

　鷹
たかくびやま

首山や高松川などの恵まれた自然

環境の中、子どもたち一人一人にきめ

細かく、行き届いた指導を行っています。

稲作活動や縄ない活

動、「 で ん え ん コ ン

サート」など、地域

と連携した体験活動

が充実しています。

　「笑顔いっぱい　感動いっぱい　一人一人が主人公」の
キャッチフレーズのもと、一人一人に応じた丁寧な個別指
導を行っています。豊かな自然を生かしたボンタン狩りや

川遊び、タケノコ掘りなどの体験活動、一輪車練習、詩や俳句の創作、
尾崎三尺棒踊りの伝承活動を通して、家庭・地域と一体となって、学力・
豊かな心・健やかな体の調和のとれた子どもの育成に努めています。

　西目の海や山に囲まれた豊かな自然の
中で、地引網体験やボンタン狩り交流、

「ひな女まつり」など五感を通して、学ぶ
体験学習を一年を通して展開しています。
　また、少人数を生かして子どもの特性に
応じた学習指導や活躍の場の設定を行い、
一人一人がキラキラと輝く西目小学校を
保護者・地域の皆さんと一緒に築いてい
ます。

田代小学校　  鶴川内７２５７番地

　　　　　　　　　　☎０９９６-７９- ２００１

　尾崎小学校　 山下５９１６番地　☎０９９６－７２－２１００

山村留学生 ( 市外・県外 )

も募集中！

とく こうにん

鶴川内小学校　

鶴川内３３８０番地　☎０９９６－７２－０４８９ 西目小学校　  

西目１２４５番地　
☎０９９６－７２－０４４８
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　入学条件

　①市内に保護者・児童生徒が在住し、平成 31 年４月１日現在で児童生徒が小学１年生から中学３年生であること

　②１年以上通して通学が可能であること　　③保護者の責任において通学させること

い
て
は
、
一
部
の
教
科
に

お
い
て
専
門
の
教
員
に
よ

る
指
導
が
受
け
ら
れ
な
い

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
現
在
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　市中心部から約２km の静かで自然豊かな学校で
す。「元気いっぱい ひとみかがやけ 山下っ子」を合
言葉に活動しています。
　少人数学級の良さを生かした指導や、地域の方
に協力をいただきながら行う伝統芸能「山下三尺
棒踊り」伝承活動や「昔遊び」、「ガネ作り」などの
体験活動も魅力です。
　学校、家庭、地域が一体となって見守り、よく
考え、思いやりにあふれ、元気のある子どもたち
がすくすくと育っています。

　「ともに夢と希望を育む鶴川内中学校」をキャッ

チフレーズに、豊かな自然の中で、小鳥のさえず

りとともに生徒たちの明る

い声が聞こえる学校です。

　少人数の良さを生かした

授業や学校・保護者・地域が

一体となって、子どもたち

一人一人の成長を育みます。

　体育大会で行う「鶴中ソーラン」は、全校生徒

で行い絆を表現します。また、校内で発見された

カスミサンショウウオ（県文化財天然記念物）の

観察を続けながら、環境教育を推進しています。

　鶴川内中学校では、生徒一人一人が主役（輝き）

です。一緒に、学びましょう。

　岩山を開墾し、教育を財産に力強く生きてきた先
人たちの「大川魂（うこだましい）」を受け継ぎ、「『人
前力』発輝！」をキャッチフレーズに、小規模校の
良さを生かし、知・徳・体にわたり一人一人を大切
にした教育活動に取り組んでいます。また、大川小
学校や校区と連携した活動も盛んです。
　豊かな自然に囲まれ落ち着いて学習に打ち込める
環境の中で、温かい保護者や
地域の方々に見守られ、自分
を耕し、夢を咲かせる子ども
たちの育成を目指した教育活
動に取り組んでいます。

　「おおきな夢とおもいやりの心をもち、かしこ

くたくましいわらべ（児童）を育成する」の教

育目標を目指し、学校・家庭・地域の三者で、ス

クラムを組みながら子どもたちを育てています。

　大川小・中・校区合同の体育祭や小・中合同

の文化祭、あいさつ運動なども特色の一つです。

「ぬくもり（親父）の会」と連携したこいのぼり

設置や親子レクリエーション、「八
はちにんしゅう

人衆（米作り

支援者）」の皆さんに指導してもらいながらのも

ち米作り活動、地域の方々

や豊かな自然とのふれあい

を通した昔遊び活動、地場

産業（塩干・ぼんたん漬作

りなど）の体験活動を推進  

                                          しています。

　鶴川内中学校　     鶴川内１０３００番地

　　　　　　　　　　　　　　☎０９９６－７２－２１０１

　大川中学校　     大川８２５０番地
　　　　　　　　　　　　  ☎０９９６－７４－０００４

３年生のみ
　　募集

　大川小学校　   大川８０６１番地

　　　　　　　　　　　　☎０９９６－７４－０００７   山下小学校　

  山下８３４番地
 ☎０９９６－７２－００６２

山村留学生 ( 市外・県外 )

も募集中！
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阿
久
根
の
冬
の
風
物
詩
「
ボ

ン
タ
ン
」
の
香
り
を
楽
し
み
な

が
ら
走
る
「
第
35
回
記
念
あ
く

ね
ボ
ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
」
が
12
月
２
日
、
阿
久
根
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発

着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

大
会
で
は
３
km
、
５
km
、
10 

km
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
４
つ

の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
参
加
し
た
２
２
９
１

人
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
沿
道
か
ら

の
温
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
ボ
ン
タ
ン
路
を
駆

け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　

35
回
目
の
節
目
を
迎
え
た
今

大
会
の
開
会
式
で
は
、
35
年
連

続
出
場
し
て
い
る
坂
元
明
さ
ん

(

63)

、
大
田
秋
美
さ
ん(

72
）、

若
松
光
志
さ
ん(

70)

の
３
人

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
レ
ー
ス
で
は
、
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
元
日
本
代
表

の
谷
口
浩
美
さ
ん(

58)

を
招

待
。
谷
口
さ
ん
は
３
km
コ
ー
ス

記念大会  -あくねボンタンロードレース大会 -

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に

谷
口
浩
美
さ
ん
（
元
五
輪
代
表
）

「
自
分
の
実
力
を
確
か
め
ら

れ
る
い
い
大
会
」
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（
小
学
生
男
子
、
小
学
生
女
子
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
）
に
参
加
し
、
他

の
選
手
に
交
じ
り
、
笑
顔
で
手

を
振
る
な
ど
し
て
コ
ー
ス
を
駆

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
妻
の

理
沙
さ
ん
も
参
加
し
、
10 

km

コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。
レ
ー

ス
後
、
谷
口
さ
ん
は
「
沿
道
に

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
出

て
声
援
を
送
る
な
ど
、
地
元
色

の
強
い
大
会
で
す
ね
。
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
き
つ
い
コ
ー
ス
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
い
い
で

す
。
自
分
の
足
腰
の
強
さ
弱
さ

を
確
か
め
ら
れ
る
い
い
大
会
だ

と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
ゴ
ー
ル
す

る
と
用
意
さ
れ
た
キ
ビ
ナ
ゴ
汁

や
焼
き
イ
ワ
シ
な
ど
の
振
る
舞

い
を
ほ
お
ば
り
、
身
体
を
癒
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
久
根

の
特
産
品
が
集
ま
っ
た
特
設
販

売
ブ
ー
ス
で
、
ボ
ン
タ
ン
や
水

産
加
工
品
な
ど
の
買
い
物
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
い
大
会
結
果
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

２２９１人がボンタン路を駆けた第 35 回
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　阿久根市保護司会の本正治さん (74) と福留一誠さん
(76) が、長年にわたり保護司として罪を犯した人の改善
更生と犯罪の予防に尽力された功績が評価され、法務大
臣から表彰を受けました。
　本さんは「私だけの力ではなくて、周囲の皆さんの協
力のおかげであり、感謝するばかり。これを機に今後も
犯罪と非行の防止や更生活動に努めたいです」と受賞の
喜びを話されました。また、福留さんは「自分が選ばれ
るとは思わなかったので、うれしい。これからも地域の
ために頑張りたいです」と話されました。

　鹿児島県が主催する「観光まごころ県民運動会長表彰」
（会長は三反園訓知事）を受賞した「花と歴史の絶景ウ

ォーク実行委員会」（代表は堂之下信也さん）の皆さん
が 12 月 12 日、市役所を訪れました。
　同実行委員会は、毎年４月に脇本地区でウォーキング
大会を開催し、子どもから大人までの有志による郷土芸
能「山田楽」の披露や郷土料理の提供など参加者へのお
もてなし活動に取り組んでいます。これまで大会の充実
を図り、市の魅力発展に貢献したことなどが高く評価さ
れ、表彰されました。堂之下さんは「受賞は今後の励み
になります。もっと多くの方に楽しんでもらえるよう工
夫していきたいです」と話されました。

本正治さんと福留一誠さんが大臣表彰受賞

花と歴史の絶景ウォーク実行委員会が受賞

跡上さん( 　　)と有田さん(     )が特別賞

第３回南さつま「いろは」まごころ短歌大会

　島津日
じっしんこう

新公忠良没後 450 年記念として「第３回南さつ
ま『いろは』まごころ短歌大会」（南さつま市主催）が
開かれ、全国各地から多くの応募作品がある中、阿久根
市民（学校）が最高賞にあたる特別賞（大賞）などの各
賞を受賞されました。入賞者は次のとおりです（敬称略）。

【小学生の部】　
　◆佳　作　江口　ひかり（尾崎小４年）

【中学生の部】
　◆特別賞：大賞　跡上　憂

ゆ り あ
莉亜（三笠中２年）

　◆特　選　川崎　愛
ま な か

佳      （三笠中２年）
　◆入　選　上野　雄誠      （三笠中２年）
　　　　　　川﨑　琉

りゅうら
羅      （三笠中２年）

　◆佳　作　下田　琉
る う か

楓      （阿久根中２年）
　　　　　　宮﨑　亮輔　  （鶴川内中１年）
　　　　　　田上　美

み い な
妃那（三笠中２年）

【一般の部】
　◆特別賞：鹿児島県歌人協会賞、◆特選
　　　有田　イチエ  （阿久根短歌会）

【選者賞・学校賞】　
　◆優秀校賞　三笠中学校

12 月７日、受賞の 喜びを伝えるため市 役 所を訪 問された
本さん ( 右から２人目 ) と福留さん ( 左から２人目 )

春
原
善
幸
副
市
長

( 左 )
と
花
と
歴
史
の

絶
景
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

一 般 の 部 で 特 別 賞と 特 選 を 受 賞し た 有
田 イチエさん。 また、 有 田さん は２万 首
以 上 の 応 募 が あ る 国 内 最 大 級 の 短 歌 大
会・平成 30 年度「第 20 回ＮＨＫ全 国 短
歌・ 俳 句 大 会 」 に お いて も、 短 歌 部 門
で 特 選を受賞されました。

跡
上
さ
ん
【
授
業
中
あ
く
び
を
た
え
る
君
を
見
る
方
程
式
よ
り
君
を
し
り
た
い
】

▼特別賞や特選などに選ばれた三笠中の生徒たち＝三笠中学校 有
田
さ
ん
【
荒
れ
畑
を
共
に
均な
ら

し
し
日
は
遠
く
癌
病
む
夫
の
背せ
な

を
拭
き
や
る
】

三笠中
２年

阿久根
短歌会

まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208
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　鶴川内地区出身の陶芸家・黒蕨友喜さん (76) が 12
月 14 日、市民交流センター（風テラスあくね）に陶器
を寄贈されました。作品名は「夜明けの大地」。５色の
上
うわぐすり

薬によって淡い緑に彩られ、微妙に変わりゆく夜明け
の情景を心象的に表現されています。
　黒蕨さんが 60 歳になった平成 14 年に行われた九州
新工芸展で宮崎県知事賞を受賞した思い入れの強い作品
であり、「風テラスあくねの完成を機に寄贈しようと思
いました。この作品が市民に親しみのある存在になって
もらえたらうれしいです」と笑顔で話されました。

陶芸家・黒蕨友喜さんが陶器を寄贈

笑顔でボンタン狩り
尾崎小と西目小児童が交流

建築士会若手メンバーが出前授業
脇本小児童が模擬設計を体験

　( 公社 ) 鹿児島県建築士会阿久根長島支部青年部のメン
バー９人が 12 月８日、脇本小６年生を対象に出前授業
を行いました。　
　６年生の算数の授業に「縮尺」が取り上げられている
ことにあわせ、算数の授業が実際にどのように仕事につ
ながってくるのかを考えてもらう機会として昨年度から
取り組んでいます。子どもたちは実際に体育館の大きさ
を測り、測量した数値を 150 分の１に縮小して製図し、
厚紙を切り出して模型を作製しました。先生役の建築士
会のメンバーは「建築の分野だけでなく、モノづくりの
仕事の面白さを伝えていきたい」と話していました。

　尾崎小学校と西目小学校の児童が
12 月 14 日、ボンタン狩りで交流し
ました。両校の交流は平成７年から続
いており、今年で 24 回目の実施です。
　尾崎小横にある若松義三さんの果樹
園で実施され、尾崎小は全児童 10 人、
西目小は３・４年生 17 人が参加し、
児童たちは、１kg 以上ある形のいいボ
ンタンを探し回り、声を上げながら収
穫を楽しんでいました。尾崎小１年の
餅越れいさんは「ボンタン狩りは初め
て。色が良いのがとれて楽しかったで
す」と満足げ。また西目小４年の堂後
侑生君は「去年よりも大きいのがとれ
ました。食べるのが楽しみです」と笑
顔で話しました。
 　その後、尾崎小の体育館でボンタ
ン１個の重さを当てるクイズや子ども
たちが収穫したボンタンの中から色や
形が良いものを選ぶコンテストが行わ
れ、盛り上がりました。

1 位　安田 沙和さん（西目小 4 年）

2 位　中野 真桜さん（西目小 3 年）

  〃　 前田 竜希 君    （尾崎小 3 年）

ボンタンコンテスト結果

子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
、
て

い
ね
い
に
製
図
の
方
法
を
教
え
る
建

築
士
の
皆
さ
ん
＝
脇
本
小
体
育
館

まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208
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阿久根の選りすぐりの特産品などが販売される産業祭が 12 月８、９日の２日間、阿
久根総合運動公園内で行われ、約７千人の買い物客でにぎわいました。

多くの来場客でにぎわい

阿久根市産業祭

特産品のボンタンや農水産加工品などを販売する約５０のブー
スが立ち並び、多くの来場者でにぎわいました。熊本県多良木
町や福島県南相馬市、大阪府泉佐野市など交流のある自治体
のブースも並び人気を集めました。

ステージでは伝統芸能やダンス
が披露され、また、お楽しみ抽
選会 ( 左 ) も催されました。９日
には、鹿児島実業高校新体操部
が出演 ( 右 )。男子団体のコミカ
ルな演技や、女子の華麗な演技
に会場が沸きました。

餅つきでは、三反園訓県知事（左）
と西平良 将 市長 ( 右 ) が 共 演する
シーンもありました。つきたての
餅は来場者にふるまわれ、食べた
方々は笑顔を見せていました。

( 右 ) 消防車のはしごに搭乗する体験コー
ナーがあり、子どもたちは歓声を上げて
楽しんでいました。( 左 ) 血圧測定や脳年
齢測定など各種コーナーで保健師から
アドバイスを受けられる健康づくりフェ
ア。減塩カレーが無料でふるまわれ、行
列ができました。

まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208
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46

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」

そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

■■■  主な進 学 先   ■■■

　大学

名桜大学、九州産業大学、九州保健
福祉大学、麗 澤大学、東 京 未 来 大
学、 鹿児島国際大学、志學館大学

　短大

鹿児島県立短期大学、鹿児島女子
短期大学、九州龍谷短期大学

　専門学校　
鹿児島医療福祉専門学校、加治木
看護専門学校、出 水 郡 医 師 会 准
看護学校、神 村 学 園 専 修 学 校 、
ＫＣＳ鹿児島情報専門学校

■■■  主な 就 職 先   ■■■

　県内

スターゼンミートプロセッサー㈱阿
久根工場、京セラ㈱鹿児島川内工
場、京セラ㈱鹿児島国分工場、新
和技術コンサルタント㈱、㈱国土技
術コンサルタンツ、㈱植村組、日本

郵政㈱など
　県外

ダイハツ工業㈱本社、東京地下鉄㈱
（東京メトロ）、㈱ヨークマート、

山崎製パン㈱など
　公務員合格

国家公務員、鹿児島県庁、鹿児島市役所、
薩摩川内市役所、伊佐湧水消防組合

■ 進学先決定者  39人

　⇒大学７人、短大４人、大学校５人、
　　専門学校 23 人

■ 就職先決定者  58人

　⇒県内 43 人、県外 15 人

年
恒
例
の
第
14
回
鶴
翔
完
走
歩
大

会
が
12
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
距

離
が
27 

km
か
ら
11 

km
に
短
縮
。
参
加

し
た
全
学
年
の
生
徒
２
８
４
人
は
懸
命

に
走
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
制
限
時
間
内
に

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

懸
命
に
走
り
ゴ
ー
ル

恒
例
の
完
走
歩
大
会

７
つ
の
不
思
議
に
ち
な
ん
だ

　
お
菓
子
を
考
案
♪

郷土芸能同好会メンバー
( 左から順に )　
総合学科アカデミア系列
　３年　有田　詩文 君  
　　　　  ( 阿久根中 )
　　　　黒岩　詩音 君
　　　     ( 米ノ津中 )
　　　　河野　真有さん
　　　　　( 阿久根中 )
　２年　平田　あやさん
　　　　  ( 阿久根中 )

励
ま
し
合
い
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
生
徒
た
ち

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　お互い
がんばろうね！

阿
久
根
の
七
不
思
議
を
研
究

郷
土
芸
能
同
好
会
が
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞

進路決定状況・速報版
　　　   　<<１２月現在 >>

12

毎

月
２
日
、國
學
院
大
學
（
東

京
）
で
「
第
14
回
地
域
の

伝
承
文
化
に
学
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
鶴
翔
高
校
の
郷
土

芸
能
同
好
会
が
研
究
し
た
『
あ

く
ね
の 

な
な
不
思
議
な
お
か
し
』

が
最
高
賞
に
あ
た
る
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
阿
久
根
市
内

の
七
不
思
議
と

言
わ
れ
て
い
る

場
所
を
巡
り
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
、

地
域
の
特
産
品

を
使
っ
た
お
菓

子
を
考
案
す
る

と
い
う
研
究
で

す
。

　

12
月
７
日
に
は
市
役
所
を
訪

れ
、
西
平
良
将
市
長
に
受
賞
の

喜
び
を
報
告
。
西
平
市
長
か
ら

「
ぜ
ひ
阿
久
根
市
の
特
産
品
に
な

る
よ
う
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、

『
な
な 

不
思
議
な
お
か
し
』
の
完

成
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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日時   1 月 19 日  土

　
市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
あ

い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、

社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど

専
門
の
知
識
を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
お
困
り
事
、
心
配
事

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方
は

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場

▼
２
月
26
日

( 火 )

 
・
８
時
30
分
～
10
時  

三
笠
支
所

　

・
10
時
30
分
～
正
午  

八
郷
公
民
館

※
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

◆
訓
練
期
間

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
１
年
間

◆
訓
練
科
目

　
情
報
電
子
科
、商
業
デ
ザ
イ
ン
科（
仮

称
）、建
築
設
計
科
、義
肢
福
祉
用
具
科
、

Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実

務
科

◆
募
集
期
間　

　
２
月
１
日
( 金 )
～
２
月
21
日
( 木 )

◆
そ
の
他

※
受
験
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

※
校
内
に
寮
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
入

　
寮
は
任
意
。
介
護
は
対
応
し
て
い
ま

　
せ
ん
。

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け

　
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、

　
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・
訓
練
手
当

　
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
入
校
生
募
集

福
祉
に
関
す
る
巡
回
相
談
実
施

県・市町合同公売会開催

　公売会は、県・市町税などの滞納によ
り差し押さえた物品を、入札により売却
し、売却代金を滞納した税金に充てるも
のです。
　今後も期限内納付されている方々との
公平性を保つため、滞納処分を行ってい
きますので、引き続きご理解いただきま
すようよろしくお願いします。
※税務関係機関は、裁判所の許可・命
令がなくても法律に基づいて調査・捜索・
差し押さえなどの滞納処分を直接行う権
限が与えられています。

◆場所　かごしま県民交流センター
◆必要なもの　印かん・身分証明書（運
　 転免許証など）・購入代金
※どなたでも参加できますので、多
　数ご来場ください。   ♪問い合わせ先　

　   生涯学習課
　   ☎ 0996-72-1051

  日時
  １月24日 木 9:40入札開始

お知らせイベント

富貴晴美さんトーク＆コンサート

「かぞくいろ」「西郷どん」作曲者

会場      市民交流センター（風テラスあくね）ホール
  開演 13:00 ～（開場12:30）

作曲家・編曲家でピアニスト。
アクネ大使のかなぶんやさんの進行で、第一部
は「かぞくいろ」のエピソード、第二部は唄者
の前山真吾さんを加えてＮＨＫ大河ドラマ「西
郷どん」のパネルトークやピアノ演奏を披露。

富貴晴美（ふうきはるみ）さん

チケット料　《全席自由席》

　一般・高校生 ￥2,000
　中学生　　　 ￥1,000
　小学生以下     無料
　( ただし、チケットが必要です )
前売チケット販売場所

　市民交流センター（※当日券もあります）
　市役所
　三笠支所
　大川出張所
　総合運動公園内総合体育館

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

問　税務課 滞納整理係 ☎ 0996-73-1202

イ
タ
リ
ア
製
の
ピ
ア
ノ

「
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
」
で
の

　
　
生
演
奏
♪

▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 
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お知らせ

屋
根
・
外
壁
塗
り
替
え
セ
ミ
ナ
ー
開
催

県営住宅の空き家待ち

順位登録のお知らせ
（阿久根市分・出水市分）

◆物件　
　県営寺山団地ほか７団地
◆申込書の配布・受付日時
　２月１日 ( 金 ) ～２月 28 日 ( 木 )
　 8：30 ～ 17:00
　( ただし、土・日曜日を除く )
◆抽せん日時・場所

　３月８日 金 14:00 ～

　県北薩地域振興局　
　　出水庁舎４階　会議室
※申込書配布・問い合わせ先
　県営住宅指定管理者
　（㈱オーリック不動産出水支所）
　県北薩地域振興局出水庁舎１階
　☎０９９６（６３）７０５６

　

１
級
塗
装
技
能
士
が
解

説
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像

を
使
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
た
め
の
塗
装
の
正
し
い
知
識
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。ま
た
、

質
問
、
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。（
参

加
費
無
料
、
要
予
約
（
先
着
10
人
））

◆
日
時　

　

１
月
26
日

（土）
・

30
日

（水）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～　

　
午
後
４
時

◆
場
所　

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
）

　
交
流
室
４

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

(

一
社)

市
民
講
座
運
営
委
員
会

　
☎
０
１
２
０
（
６
８
９
）
４
１
９

第 66 回
県下一周市郡対抗

駅伝競走大会

2/16 土
▼

2/20 水

17日  ・18日   阿久根通過

 応援よろしくお願いします

日 月

応援お願いします

　
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
た

薬
剤
の
自
己
負
担
相
当
額
に
つ
い
て

は
、
同
じ
成
分
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替
え
た
場

合
、
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
医

師
か
薬
剤
師
に
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
し
ま

す
」
と
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県
経
営
金
融
課

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
９
４
６

事
業
承
継
対
策
資
金
の
案
内

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
い
ま

し
ょ
う

鹿児島県　事業承継対策資金　検索

　
事
業
承
継
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者

を
応
援
す
る
資
金
で
す
。

◆
融
資
対
象
者　
事
業
を
承
継
す
る
方

(

承
継
後
５
年
以
内
を
含
む)

や
事
業

承
継
計
画
を
策
定
し
、
事
業
承
継
を
行

お
う
と
す
る
方

◆
融
資
期
間　

・
運
転
７
年
以
内

　
（
う
ち
据
え
置
き
24
月
以
内
）

・
設
備
10
年
以
内

　
（
う
ち
据
え
置
き
36
月
以
内
）

◆
融
資
限
度
額　
３
千
万
円

◆
融
資
利
率　

　
年
１・８
％
～
年
２・３
％

◆
保
証
料
率

　
年
０・１
３
％
～
年
１・５
８
％

※
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 
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市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７
開 館 時 間 午前９時～午後７時 図書館へ行こう！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

ひ
と
り
食
ふ
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
い
と
か
な
し

　
隣
の
部
屋
は
何
食
ふ
な
ら
む　
　
　

     

宮
田　

大
之

晩
秋
の
夕
べ
の
雨
に
肩
す
ぼ
め

　
家
路
を
急
ぐ
灯
り
恋
ひ
つ
つ　
　
　

     

飛
松　

保
子

荒
れ
畑
を
共
に
均な

ら
し
し
日
は
遠
く

　
癌
病
む
夫
の
背せ

な
を
拭
き
や
る　
　
　

     
有
田
イ
チ
エ

面
差
し
の
そ
の
父
に
似
る
新
成
人

　
孫
は
き
り
り
と
袴
を
結
ぶ　
　
　
　

     

齊
藤　

昌
子

身
に
込
む
や
弾
痕
残
る
御
楼
門　
　
　

     

大
漉　

克
義

秋
深
し
噴
煙
天
に
桜
島　
　
　
　
　
　

     

下
田　

京
子

火
の
島
が
見
守
る
南
洲
墓
地
小
春　
　

     

谷
口　

俊
明

石
段
に
落
葉
重
な
る
城
跡
か
な　
　
　

     

波
留　

淑
子

題 

「 

腹は
ら 

」

臨と
つ
っ
ば
ら

月
腹　
電
車
ん
中な

か
で　
お
ぎ
ゃ
ち
言ゆ

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
原
若
女

【
唱
】
健
康
優
良
児
で　
表
彰
さ
る
っ
が

優や
さ

し
女か

か房　
見み

と
ん
ね苦

腹
も　
可む愛
じ
ょ
見
え
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

尻
無
八
夜

【
唱
】
連つ

れ
添そ

て
三
十
年　
そ
げ
ん
な
か
や
い
か
ん
ど　

 新刊コーナー
● 『鼠 、 恋 路 の 闇 を 照 ら す 』 赤川 次郎 （ 著 ）

● 『ゆえに、 警官は見護る』 日明 恩 （著） ● 『シ ロ ク マ が 空 か ら や っ て き た ！ 』
　　　　　　　　　　　　　　　　マリア ・ ファラー （作） 杉本 詠美 （訳）

恋 す る 男 女 の 駆 け 込 み 寺 は 、 江
戸 を 騒 が す 大 泥 棒 ! ?  昼 は 遊 び 人
の 次 郎 吉 、 夜 は 義 賊 の < 鼠 > 。
懸 命 に 生 き る 町 人 の 幸 せ を 守 る
た め 、 今 宵 も 江 戸 を 駆 け 巡 る !  

「 鼠 」 シ リ ー ズ 第 1 1 弾 。

連 続 殺 人 & 放 火 事 件 が 世 間 を 騒 が
す な か 、 新 宿 署 に ひ っ そ り と 勾 留
さ れ た 、 柏 木 と い う 男 。 留 置 管 理
者 の 武 本 は 、 な に も 語 ら ず 動 じ な
い 彼 に 不 審 を 覚 え … 。

お父さんが家を出て行って、心が折れてしまっ
たお母さんの代わりに、ルビーは家のことや幼
い弟の世話に追われるように。そんなルビーの
前に、気球に乗ったシロクマが現れて…。不思
議なシロクマが贈る、ユニークな癒しの物語。

や り た い 仕 事 は は っ き り し て い る。
だけど何故かうまくできない。だっ
て選ぶのって苦しいじゃないか？表
題作をはじめ全３作を収録。「家族」
の愛、不思議、不条理を描いた作品集。

「本に親しむつどい」を開催します。終了後は本の無料配布実施。

　  【投稿先】〒 899-1696 阿久根市鶴見町 200 番地「阿久根市総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
  　氏名（ペンネーム可）・住所・電話番号・年齢・性別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。　
　  【ﾒｰﾙ】hishokoho@city.akune.kagoshima.jp  【電話】0 9 9 6 -73 -120 8　 ※紙 面の 都合上ご紹 介できない場 合あり。

　日時　２月 24 日 日   10：00 ～ 12:00  　　場所　  市立図書館
※イベント終了後、2017 年 1 月から 12 月までの「きょうの料理」「趣味の園芸」など雑誌 21 誌と古本を無料配布します（配布期間は、
　2 月 24 日 ( 日 ) ～ 3 月 3 日 ( 日 )）。なお、初日は一人 3 冊までとし、2 月 26 日（火）以降制限はありません（25 日（月）は振替休館日）。

ぜひ
お越しください

● 『されど私の可愛い檸檬 STILL MY OWN LOVELY LEMON』 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　舞城 王太郎 （著）
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読者のお便り紹介
きいてよY

　

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

久根市を中心に撮影された映画「かぞく
いろ」。全国の方々が映画を観て、愛と感

動のストーリーに心を動かされました。
　12 月８日には関東阿久根会の会員 12 人が集
まり、映画を鑑賞されました。ストーリーはもち
ろん好印象で、さらに阿久根出身であることから
映し出される懐かしい風景や食べ物にも親近感を
覚えておられました。紅林美枝子さんは「ハンカ

チ無しでは観られなかった。素晴らしい出来栄えで、
鑑賞後も映画の話で持ち切りでした。阿久根の宣伝
効果を期待します」と話されました。

  （12月31日現在）

前月比 

人　口 20,590人 （ - 3 0 ）

　男 9,716人 （ - 1 9 ）

　女 10,874人 （ - 1 1 ）

世帯数 10,111世帯（ - 1 0 ）

●出生� 10人/

●転入� 37人/

●死亡� 30人

●転出� 47人

《 将来の夢に向かって 》
　１１月の文化祭で寺島宗則さんと川
崎宗則さんの劇をしました。２人とも
海を越えて広い世界へ飛び出し活躍し
ました。私ももうすぐ卒業なので、２
人の宗則さんみたいに大空へ羽ばたい
ていきたいです。そして、高校では、
みんなの役に立てるようがんばります。

大川中学校３年

牛之濵 莉
り り

里 さん

阿

すでに撮影地を訪れる方がたくさんいますよ。
映画を機に阿久根がにぎわっていくといいですね！

白 山 神 社（脇本大漉区・正平丘頂上）

関東阿久根会も「かぞくいろ」を鑑賞！

藩政時代、瀬
せ ざ き の

崎野牧場の「牧神」として麓の松ヶ根に

あったものが、明治以後この頂上に移されたといわれ

ています。神社からは阿久根を

一望でき、御来光を拝むことも

できます。また、境内には古墳

があり、歴史のロマンを感じる

ことができる魅力ある神社です。
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阿久根市では、健やかで生きがいのある人生づくりの
ため、多くの方々が生涯学習の実践活動に取り組んで
います。これからの生涯学習を通した住みよいまちづ
くりを考えるきっかけとするため、生涯学習の実践活
動の発表の場として、生涯学習フェアを開催します。

市の体育振興に尽力した方や
全 国 大 会などに出
場したアスリートた
ちを表彰します。

平成 30 年８月に行われた小・
中学校弁論大会で、【市長賞】
と【議長賞】に輝いた２人の
児童・生徒が堂々と自分の考
えを発表します。

市内中学生が英語の表現力な
どを競い合う英語暗唱弁論大
会 が 平成 30 年 12 月に行 わ
れ、弁論の部で最優秀賞に輝
いた鶴川内中３年の大石さん
が身振り・手振りを交えて表
情豊かにスピーチします。

11 月、台湾 台南市善化区に
派遣された鶴翔高校生８人が
体験談を発表します。

講師　別府大学文学部史学・文化財学科  准教授 上野 淳也 氏

演題　「阿久根砲の謎に迫る！～大砲伝来の旅路～」

【市長賞】
奥園 ちほさん
  ( 鶴川内中 )

池田聖奈さん、楠元慎之介君、桐野成明君、

長田璃音さん、平田あやさん、松元暖望さん

本藏千華 さん、吉岡将輝 君

【最優秀賞】
大石 風花さん
  ( 鶴川内中 )

体育功労者表彰 小・中学生弁論発表 体験発表

講演会

英語暗唱弁論発表

生涯学習発表、作品展示

日時

会場

２月３日 日
 13:00 ～ 15:50
  市民交流センター ( 風テラスあくね )

生 涯
学 習
フェア

入 場

無 料
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お 知らせ

   阿 久 根 砲 - あ くね ほ う -
県指定有形文化財にも指定されている中世のポルトガル
製の大砲。当時から阿久根が海に開け交易で栄えたこと
をうかがい知ることができます。

【議長賞】
今𠮷 千春さん
  ( 田代小 )踊りの舞台発表や絵画、トー

ルペイントなどの作品展示な
ど日頃の文化活動の成果を発
表します。

別府大学文学部史学・文化財学科准
教授。専門は、歴史考古学で、特に
戦国時代の考古学を専門とする。現
在 ま で に 20 カ 国 以 上を 訪 問。 大
砲伝来の過程を調査しており、今回、
阿久根砲の謎に迫る。

●編集／発行 阿久根市総務課秘書広報係 〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
●阿久根市ホームページ ＵＲＬ http://www.city.akune.kagosh ima.jp
●阿久根市観光サイト  ＵＲＬ http://go-akune.jp
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